
今月の主な内容

●市民参画推進基本計画…4 ●地区担当職員制度…6 ●タウントピックス…10 ●タウンインフォメーション…16

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲9月30日（日）、いこいの村はりまで観月の夕べが開催されました。
日本の伝統文化に触れようと多くの外国人の方々も参加し、わびさびの世界を満喫されました。

藤岡前市長を偲ぶ（2～3ページ）
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藤
岡
前
市
長
を
偲
ぶ

正
六
位
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

生
前
の
地
方
自
治
へ
の
功
績
に
、
正
六
位
勲
四
等
瑞
宝

章
が
贈
ら
れ
、
10
月
13
日

（土）
の
市
民
葬
に
お
い
て
、
そ
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
藤
岡
重
弘
前
加
西
市
長　
の　
ご　
逝
去　
に　
あ　
た
り　
、　
追
悼　
の　
言
葉
を
申　
し　
上
げ　
な　
け　
れ　
ば　

な　
ら　
な　
い　
こ　
と　
は　
、　
誠　
に　
断
腸　
の　
思　
い　
で　
あ　
り　
、　
深
く
哀
悼　
の　
意
を
表　
し　
ま
す　
。　

生
あ　
る　
も　
の　
は　
必
ず
滅
す　
る　
と　
は　
申　
せ　
、　
あ　
ま
り　
に　
も
思　
い　
が　
け　
な　
い　
悲　
し　
い　
訃
報
で　
ご　

ざ　
い　
ま　
し
た　
。　
在
り　
し　
日　
の　
元
気
な　
お　
姿
ば　
か　
り　
が　
瞼　
に　
浮　
か　
び　
、　
未
だ　
に　
ご　
逝
去
を
信

ず　
る　
こ　
と　
が　
で　
き
ま　
せ　
ん　
。　

あ　
な　
た　
は　
、　
昭
和
62
年
11
月
、　
市
民　
か　
ら　
の　
熱　
い　
期
待　
と　
信
望
を
担　
わ　
れ　
て　
加
西
市
長　

に　
ご　
就
任
以
来
、　
13
年　
７　
ヶ　
月
、　
絶　
え　
ず
市
民　
の　
「
和
」　
を
重
ん　
じ　
つ　
つ　
、　
市
民　
と　
と　
も　
に　

歩
む　
市
政　
に　
全
力
を
尽
く
さ　
れ　
、　
市
民
本
位　
の　
行
政
を
基
本
理
念　
に　
、　
率
先　
し　
て　
「
見　
て　

歩
く
行
政　
・　
聞　
い　
て　
歩
く
行
政
」　
を
推　
し　
進　
め　
て　
ま　
い　
ら　
れ　
ま　
し
た　
。　
た
だ
只
敬
服
す　
る　
ば　

か　
り　
で　
す　
。　

ご　
就
任
当
初
よ　
り　
、　
優　
れ　
た　
洞
察
力
で　
加
西　
の　
将
来
を
鋭
敏　
に　
見　
つ　
め　
ら　
れ　
、　
行
政　
に　

企
業
的
経
営
感
覚
を　
い　
ち　
早
く
取
り　
入　
れ　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
変
化
を
与　
え　
ら　
れ　
ま　
し
た　
こ　

と　
は　
、　
今
な　
お　
、　
心　
に　
残　
っ　
て　
い　
ま
す　
。　

ま
ず
、　
Ｃ　
Ｉ　
運
動　
の　
推
進　
に　
よ　
り　
、　
加
西
市　
の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
を
創
造　
し　
形
成
さ　
れ　
、　「
も　
っ　

と　
き　
ら　
め　
く
街　
へ　
」　
を
合
言
葉　
に　
、　
ハ　
イ　
レ　
ベ　
ル　
で　
ハ　
イ　
セ　
ン　
ス　
な　
「
花　
と　
緑　
の　
田
園
文
化
都

市
」　
へ　
の　
創
造　
が　
進　
み　
始　
め　
ま　
し
た　
。　

振
り　
返
り
ま
す　
れ　
ば　
、　
ご　
就
任
以
来
、　
か　
つ　
て　
な　
か　
っ　
た　
数
多
く　
の　
大
型　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト

を
現
実　
の　
も　
の　
と　
し　
て　
こ　
ら　
れ　
ま　
し
た　
。　

ハ　
ー　
ド　
面
で　
は　
、　
糀
屋　
ダ　
ム　
関
連
事
業　
と　
負
担
金
問
題
を
は　
じ　
め　
、　
中
国
道
加
西　
Ｉ　
Ｃ　
、　

市
新
庁
舎　
の　
竣
工
、　
横
尾
古
坂
土
地
区
画
整
理
事
業
、　
健
康
福
祉
会
館
、　
加
西
球
場
、　

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
、　
消
防
新
庁
舎
、　
学
校
教
育
施
設　
の　
建
設
、　
古
法
華
自
然
公
園　
・　

追
悼　
の　
こ　
と　
ば
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丸
山
総
合
公
園　
・　
玉
丘
史
跡
公
園　
の　
整
備
、　
下
水
道
整
備
、　
産
業
団
地　
の　
開
発
造
成
、　
市

街
地
再
開
発
事
業
等
々　
の　
社
会
基
盤　
・　
生
活
環
境　
の　
整
備　
に　
よ　
る　
都
市
基
盤　
づ　
く
り　
が　
あ　

り
ま　
し
た　
。　

ソ　
フ　
ト　
面
で　
は　
、　
プ　
ル　
マ　
ン　
市　
と　
の　
友
好
都
市
提
携　
に　
始
ま　
る　
国
際
交
流
や　
都
市
親
善
事

業
、　「
ま
ち　
づ　
く
り　
は　
人　
づ　
く
り　
」　
と　
次
代
を
担
う
人
材　
の　
育
成
、　
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
や　
全
国
公
募
花　
の　
美
術
大
賞
展　
の　
開
催
、　
歴
史
街
道　
モ　
デ　
ル　
地
区　
の　
指
定
、　
市

民　
と　
行
政　
の　
「
協
働
」　
に　
よ　
る　
市
民
参
画
行
政　
の　
推
進
等　
に　
よ　
り　
、　
う　
る　
お　
い　
と　
や
す　
ら　
ぎ　
、　

ゆ　
と　
り　
あ　
る　
生
活
、　
楽　
し　
さ　
の　
実
感
で　
き　
る　
ま
ち　
づ　
く
り　
の　
実
現　
に　
全
力
を
傾
注
さ　
れ　
ま　

し
た　
。　

社
会
情
勢　
が　
め　
ま
ぐ　
る　
し
く
激
動　
し
た　
20
世
紀
後
半　
か　
ら　
新
世
紀
初
頭
、　
そ　
の　
橋
渡　

し　
役
を
立
派　
に　
担　
わ　
れ　
た　
あ　
な　
た　
の　
数
多
く　
の　
ご　
功
績　
に　
よ　
り　
、　
加
西
市　
は　
個
性　
と　
魅
力

あ　
ふ　
れ　
る　
ま
ち　
へ　
と　
発
展　
し　
て　
ま　
い　
り
ま　
し
た　
。　

５　
万　
３　
千
市
民　
の　
思　
い　
を
一
身　
に　
受　
け　
、　
今
日
ま
で　
、　
市
民　
の　
幸　
せ　
な　
暮　
ら　
し　
と　
加
西
市　

の　
発
展
を
願　
わ　
れ　
、　
大
地
を
耕　
し　
、　
種
を
ま　
か　
れ　
て　
、　
今
よ
う
や
く
加
西
市　
は　
明
日　
へ　
の　

希
望　
と　
い　
う
芽　
が　
育
ち　
、　
花
を
大
き
く
咲　
か　
せ　
よ
う　
と　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
す　
。　

私
た
ち　
は　
、　
早
期　
の　
ご　
回
復
を
一
心　
に　
念　
じ　
て　
お　
り
ま　
し
た　
が　
、　
志
半
ば　
で　
急
逝
さ　
れ　
、　

さ　
ぞ　
、　
心
残
り　
か　
と　
存　
じ　
、　
何　
と　
も
胸　
が　
詰
ま　
る　
思　
い　
で　
い　
っ　
ぱ　
い　
で　
す　
。　

私　
は　
豊　
か　
で　
潤　
い　
の　
あ　
る　
ま
ち　
、　
ふ　
る　
さ　
と　
夢
都
市　
の　
実
現　
の　
た　
め　
、　
今
後　
と　
も
大　
い　
に　

ご　
活
躍
を　
い　
た
だ　
け　
る　
も　
の　
と　
確
信　
し　
て　
お　
り
ま　
し
た　
し　
、　
新
世
紀　
の　
ま
ち　
づ　
く
り　
に　
つ　い　

て　
多
く　
の　
課
題　
に　
直
面　
し　
て　
い　
る　
と　
き　
、　
あ　
な　
た
を
失　
っ　
た　
こ　
と　
は　
、　
計
り　
知　
れ　
な　
い　
大
き　

な　
損
失
で　
あ　
り　
、　
惜　
し　
み　
て　
も
な　
お　
余
り　
あ　
る　
も　
の　
が　
あ　
り
ま
す　
。　

私
ど　
も
は　
、　
あ　
な　
た　
の　
数
々　
の　
御
薫
陶
を
生　
か　
し　
、　
一
層
住　
み　
よ　
い　
豊　
か　
な　
ま
ち　
づ　
く

り　
に　
邁
進
す　
る　
こ　
と　
を
お　
誓　
い　
申　
し　
上
げ　
ま
す　
。　

申　
し　
上
げ　
れ　
ば　
限
り　
な　
く
惜
別　
の　
情　
は　
尽
き
ま　
せ　
ん　
が　
、　
こ　
こ　
に　
謹
ん　
で　
哀
悼　
の　
意
を

表　
し　
、　
衷
心
よ　
り　
御
冥
福
を
お　
祈
り　
申　
し　
上
げ　
、　
追
悼　
の　
言
葉　
と　
し　
ま
す　
。　

平
成
13
年
10
月
13
日

藤
岡
重
弘
前
加
西
市
長
市
民
葬
実
行
委
員
会

委
員
長
　
加
西
市
長
　
柏
　
原
　
正
　
之



4

市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
市
民
参
画
推
進
懇

話
会
」
（
委
員
長
　
根
本
敏
行
氏

（
兵
庫
大
学
教
授
）　・
20
名
）
を
設

置
し
て
、「
市
民
参
画
推
進
基
本
計

画
」
を
作
成
中
で
す
。
そ
の
基
本

的
な
方
向
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
の
中
間
取
り
ま
と
め
が
で
き
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
計
画
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
民
参
画　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り

皆
さ
ん
の
声
を
生
か
し
て
よ
り
よ

い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

新　
し　
い　
行
政　
の　
し
く　
み　
づ　
く　
り

地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、

ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

「
分
権
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け

て
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
自
治
体
の
自
主
性
と
自

己
責
任
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
地
域
に
根
ざ

し
た
「
市
民
参
画
」
に
よ
る
行
政

の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
の
施
策
の
企
画
、
立
案
、
実
施
、

評
価
の
過
程
に
市
民
の
意
見
等
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
と
行
政

の
適
切
な
役
割
分
担
、
協
働
体
制

の
確
立
と
市
民
の
自
主
的
な
活
動

を
図
る
た
め
の
共
通
の
ル
ー
ル
を

整
備
す
る
の
が
こ
の
推
進
計
画
で

す
。

個
性　
と　
活
力　
あ　
る　
市
民
社
会　
の　
実
現

地
域
の
こ
と
を
一
番
知
っ
て
い

る
地
域
の
人
に
よ
っ
て
、
考
え
、

話
し
合
い
、
問
題
を
解
決
し
、
市

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
市
民

や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
個
性

と
魅
力
あ
る
市
民
社
会
の
実
現
を

図
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
「
市

民
参
画
」
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
で
す
。

・
個
性
と
活
力
の
あ
る
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り

・
市
民
の
自
主
性
に
よ
る
多
様
な

活
動
が
保
証
さ
れ
る
ま
ち

・
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
と
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築

①
新
し　
い　
形　
の　
共
助　
・　
協
働　
の　
ま　

ち　
づ　
く
り　
の　
実
現

自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
域
住
民
の
総
意
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
仕

組
み
と
、
市
民
が
公
共
的
な
役
割

を
担
っ
た
活
動
を
展
開
す
る
た
め

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
）
の
設
立
促
進
や
地
域
に
お

市
民
参
画
推
進
懇
話
会

に　
お　
け　
る
推
進
計
画　
（
案
）

市市
民民
参参
画画
推推
進進
基基
本本
計計
画　画　
に　に　
ご　ご　
意意
見見
をを
!!

―
中
間
ま
と　
め　
が　
で　
き
ま　
し　
た
―

加西市は、人間と都市と自然が調和した、キラリと

輝く魅力を持った「まち」を目指し、「花」をテーマと

した作品（絵画・写真）を広く全国から公募し、花の

まち「加西」にふさわしい第1 2回「花の美術大賞展」

を開催します。

テーマ 「花」の美や感動を自由に表現した作品

規　格 絵画 額装で50号以内（ガラス不可）

写真 全紙以上の単写真で額装又は板パネ

ル張り、額含寸法長辺1 2 5 c m以内

（ガラス不可）

表　彰 花の美術大賞1点（副賞100万円）

ゆめ（優秀）賞2点（副賞50万円）

パルナス新人賞1点（副賞30万円）

根日女（奨励）賞6点　ほか多数

展覧会 加西展 平成14年3月30日（土）～4月7日（日）

加西市民会館

大阪展 平成14年4月16日（火）～4月21日（日）

咲くやこの花館（花博跡・入館料500円）

東京展 平成14年5月14日（火）～5月19日（日）

AXIS GALLERY（入場無料）

申込先 平成14年2月4日�までに、出品票、受付証、

審査結果通知票に必要事項を記入し、出品料（1

点につき3 , 0 0 0円）を添えて、教育委員会内「花の

美術大賞展実行委員会事務局」（電話42-8775）へ

基
本
理
念

基
本
的
方
向
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け
る
互
助
活
動
の
推
進
な
ど
、
新

し
い
形
の
共
助
・
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
市
民
参
画
す
る　
権
利
を　
保
証
す

る　
行
政　
シ　
ス　
テ　
ム

市
民
の
市
民
参
画
の
権
利
を
保

証
し
、
市
民
が
施
策
の
計
画
や
実

施
過
程
に
積
極
的
に
参
画
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
過
程
及
び
施
策
の
結
果
に
つ

い
て
も
市
民
に
情
報
公
開
で
き
る

よ
う
行
政
改
革
に
努
め
ま
す
。

③
市
民
と　
行
政　
の　
パ　
ー　
ト　
ナ　
ー　
シ　

ッ　
プ　
の　
構
築

市
民
活
動
団
体
が
一
定
の
権
限

と
力
を
持
つ
こ
と
で
、
市
民
と
行

政
が
対
等
な
関
係
に
立
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
て
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

①　
い　
き　
い　
き　
の　
び　
の　
び　
活
動　
で　
き　

る　
環
境　
づ　
く
り

市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
自

主
的
に
積
極
的
に
活
動
で
き
る
環

境
を
整
備
し
、『
楽
し
く
自
由
に
市

民
参
画
で
き
る
シ
ス
テ
ム
』
と
し

て
、
共
通
し
た
関
心
ご
と
や
課
題

解
決
に
取
り
組
む
市
民
活
動
団
体

「
市
民
円
卓
会
議
」、
公
益
活
動
を

担
う
団
体
と
し
て
認
知
す
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
加
西

版
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
の
制
度
化
な
ど
、
活

動
場
所
の
整
備
や
情
報
の
提
供
、

活
動
に
対
す
る
人
と
モ
ノ
な
ど
の

支
援
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

そ　
の　
た　
め　
の　
施
策
と
し
て

・
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
の
設
置

・
市
民
活
動
に
対
す
る
助
成
シ
ス

テ
ム

・
ま
ち
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク

・
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
研

究
・
活
動
の
場
づ
く
り

②　
エ　
ン　
パ　
ワ　
ー　
メ　
ン　
ト　
と　
こ　
こ　
ろ　
豊　

か　
な　
人　
づ　
く
り

市
民
の
参
画
意
識
や
ま
ち
づ
く

り
意
識
の
向
上
と
啓
発
事
業
を
進

め
、
行
政
も
市
民
参
画
型
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
応
で
き
る
よ
う
意
識

改
革
や
市
民
参
画
手
法
の
習
得
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
魅

力
の
再
確
認
と
青
少
年
等
次
世
代

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画
を

促
進
し
ま
す
。

そ　
の　
た　
め　
の　
施
策　
と　
し　
て

・
ま
ち
づ
く
り
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

の
定
期
開
催

・
各
地
区
で
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
作
成

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
青
年
・

少
年
の
参
加
促
進

・
市
民
参
画
推
進
モ
デ
ル
事
業
の

実
施

③
顔　
の　
み　
え　
る　
関
係　
づ　
く
り

市
民
に
対
し
て
積
極
的
な
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な

ル
ー
ル
に
則
っ
て
参
画
の
た
め
の

仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、

『
市
民
が
生
活
の
一
部
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
な
い
と
な
り

た
た
な
い
シ
ス
テ
ム
』
と
し
て

「
市
民
市
役
所
」（
各
地
域
で
市
民

と
行
政
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
た
め
の
組
織
）
を
各
地

区
に
設
置
し
、
地
域
ご
と
の
地
域

の
特
色
と
個
性
を
生
か
し
た
自
立

し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

そ　
の　
た　
め　
の　
施
策　
と　
し　
て

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
情

報
提
供
機
能
の
充
実
を
図
る
。

・
行
政
施
策
の
実
施
に
お
い
て
市

民
参
画
を
必
要
条
件
と
す
る
。

・
地
域
に
お
い
て
自
己
決
定
で
き

る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

・
重
要
施
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
義
務
化
。

11
月
15
日

（木）
ま
で
に
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
市

民
参
画
推
進
室
（
〒
６
７
５
│
２
３

９
５
　
電
話
42
│
８
７
５
１
　
Ｆ

Ａ
Ｘ
43
│
１
８
０
０
）
へ
。

基
本
的
施
策

意
見
・
提
案
の
募
集
方
法
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「
地
区
担
当
職
員
制
度
」　
が　
ス　
タ　
ー　
ト　
!

――
職職
員　員　
を　を　
地地
域　域　
の　の　
総総
合合
窓窓
口　口　
と　と　
し　し　
て　て　
地地
区　区　
と　と　
行行
政　政　
の　の　
パ　パ　
イ　イ　
プ　プ　
役　役　
にに
――

市
民
が
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
い
つ
ま
で
も
住
ん
で
い
た
い

よ
う
な
町
に
す
る
こ
と
が
「
ま
ち

づ
く
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
加
西

市
で
は
、
地
域
・
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

た
め
、
10
月
か
ら
職
員
の
地
区
担

当
職
員
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★　
市
職
員
が
出
向
き
ま
す

加
西
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
市
政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
、
気
軽
で
、
自
発
的
・
積
極

的
に
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
常
生
活

の
基
盤
で
あ
る
地
域
づ
く
り
は
、

そ
こ
に
住
む
人
々
が
参
画
し
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
役
割
分
担
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一

方
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ま
ち

づ
く
り
等
の
計
画
に
早
い
段
階
か

ら
参
画
し
た
い
、
市
職
員
が
直
接

地
域
に
出
向
い
て
ほ
し
い
な
ど
の

要
望
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
時
代
に
入
り
、
参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す

る
「
新
し
い
行
政
の
し
く
み
づ
く

り
」
の
ひ
と
つ
が
、
こ
の
「
地
区

担
当
職
員
制
度
」
で
す
。

★　
地
域
の
総
合
窓
口

こ
の
制
度
は
、
自
立
す
る
地
域

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
地
区
担
当
職
員
を
地
域
の

総
合
窓
口
と
し
て
位
置
づ
け
、
地

域
の
意
向
や
要
望
を
行
政
に
反
映

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
行

政
と
地
域
住
民
と
の
密
接
な
「
参

画
と
協
働
体
制
」
の
確
立
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
市

役
所
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
距
離

を
近
づ
け
、
お
互
い
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
現
在
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
、
様
々
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
が
現
場
で
十
分
役
立

っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
の
内
容

等
に
問
題
や
改
善
の
余
地
が
な
い

か
等
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
一
方
、
市
の
様
々
な
行
政
情

報
を
積
極
的
に
市
民
の
方
々
に
説

明
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
実
現
の
た
め
に
、
市
職
員

が
積
極
的
に
地
域
に
足
を
運
び
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
率
直
な
対
話

を
重
ね
、
そ
れ
を
市
政
の
改
善
や

住
み
良
い
地
域
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
く
地
域
・
現
場
重
視
の
市
政

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

★　
地
区
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

加
西
市
内
を
北
条
・
富
田
・
賀

茂
・
下
里
・
九
会
・
富
合
・
多
加

野
・
西
在
田
・
在
田
の
九
つ
の
地

区
に
分
け
、
地
区
内
に
居
住
す
る

管
理
職
員
を
配
置
し
、
そ
の
地
区

の
様
々
な
課
題
解
決
や
、
よ
り
住

み
良
い
地
域
づ
く
り
等
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
地
区
と
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。（
次
頁
参
照
）

地
区
担
当
職
員
は
、
常
時
地
区

の
窓
口
と
し
て
、
地
域
の
意
向
や

要
望
、
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
と
調
整
を
行
い
、
地
区
担

当
職
員
が
こ
の
内
容
を
直
接
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
に
回
答
し
ま
す
。

こ　
の　
制
度　
の　
お　
問
合　
せ　
は　
、　
市
民

参
画
推
進
室（
電
話
42
│
８
７
５
１
）

自
分　
た　
ち　
が　
暮　
ら　
す
町　
を　
も　
っ　
と　

知　
っ　
て　
い　
た　
だ　
く　
た　
め　
に　
作
成　
い　
た　
し　

ま　
し　
た　
。
冊
子
が
品
切
れ
と
な
り

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
が
、
希
望
者
多
数
の
た
め
増

刷
い
た
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方

は
市
役
所
３
階
市
民
参
画
推
進
室

（
電
話
42
│
８
７
５
１
）
ま
で
。

ク　
ロ　
ー　
ズ　
ア　
ッ　
プ　

マ　
イ　
タ　
ウ　
ン

県
で
は
、「
播
磨
空
港
計
画
を
考

え
る
懇
話
会
（
仮
称
）」
の
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対
　
象

20
歳
以
上
で
播
磨
地
域

に
在
住
・
通
勤
・
通
学
さ
れ
る
方

（
公
務
員
・
議
員
を
除
く
）

申
込
方
法

必
要
事
項
に
自
己
Ｐ

Ｒ
を
加
え
、「
播
磨
空
港
に
つ
い
て
」

の
意
見
要
旨　
（　
８　
０　
０　
字
以
内
）　
を　

郵
送
、　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
ま　
た　
は　
Ｅ　
メ　
ー　
ル　
で　
県

土
整
備
部
空
港
政
策
担
当
（
電
話

０
７
８
│
３
６
２
│
３
５
５
９
　
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
７
８
│
３
６
２
│
３
９
２
１

）
ま
で
。

日
頃
、　
省　
エ　
ネ
・
省
資
源
、　
リ　
サ　

イ　
ク　
ル　
、　
植
樹　
な　
ど　
の　
活
動　
に　
取　
り

組　
ま　
れ　
て　
い　
る　
方
、　
県　
で　
は　
、　
地
球

温
暖
化
防
止　
に　
関　
す　
る　
情
報　
の　
提
供　

や　
、　
取
組　
へ　
の　
ア　
ド　
バ　
イ　
ス　
や　
働
き　
か　

け　
を　
同
推
進
員　
と　
と　
も　
に　
行
う　
ボ　
ラ　

ン　
テ　
ィ　
ア　
を　
募
集　
し　
て　
い　
ま　
す
。

募
集
対
象

県
内
在
住　
・　
在
勤　
の　
方

申
込
先

市
役
所
環
境
対
策
室

（
電
話
42
│
８
７
３
１
）

県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
協
力
員
募
集

播
磨
空
港
懇
話
会

委
員
募
集

│
ふ
る
さ
と
デ
ー
タ
│
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（北条地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 荻野　正三 加西病院 42-２２００
副班長 山下　正和 都市整備部 42-８７５０
副班長 圓井　昭英 財務管理部 42-８７０４
班　員 植田　　孝 会計課 42-８７８３
班　員 森本　公一 副検査官 42-８７１１
班　員 植田　通孝 財務管理部 42-８７１２
班　員 藤田　良範 教育委員会 42-８７７３
班　員 高井　宣博 企画総務部 42-０１１２
班　員 原田　　保 消防署 45-０１１９
班　員 小山　　映 企画総務部 42-８７０３
班　員 今城　　進 消防署 42-０１１９

（富田地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 安富　智彦 企画総務部 42-８７０２
副班長 木村　弘文 財務管理部 42-８７１４
副班長 青木　　清 企画総務部 42-８７０１
班　員 山本　　茂 都市整備部 42-８７５３
班　員 河原　史明 企画総務部 42-８７０２
班　員 柏原　邦章 企画総務部 42-８７００
班　員 後藤　浩三 教育委員会 42-８７７１
班　員 石野　敬五 教育委員会 42-８７７５

（賀茂地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 山田　義幸 消防本部 42-０１１９
副班長 藤川　一郎 選挙管理委員会 42-８７８１
副班長 玉置　博充 財務管理部 42-８７１０
班　員 渡辺　武美 市民福祉部 42-８７２１
班　員 中谷　康孝 企画総務部 43-０１６１
班　員 本多耕太郎 上下水道部 42-８７９５
班　員 松本　　茂 消防署 49-１１２８
班　員 小川　義久 消防署 42-０１１９
班　員 古角　隆夫 加西病院 42-２２００

（下里地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 柿本　弘道 財務管理部 42-８７１２
副班長 栗山征三郎 市民福祉部 42-８７２１
副班長 浅見　　健 上下水道部 42-８７９５
班　員 中安　　高 議会事務局 42-８７９０
班　員 難波　周雄 都市整備部 42-８７５３
班　員 森本　義一 上下水道部 42-８７９６
班　員 佐藤　正行 教育委員会 42-８７７０

（九会地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 多田　俊成 農業委員会 42-８７８２
副班長 吉田　　甫 企画総務部 42-８７０２
副班長 深田　敏春 検査官 42-８７１１

班　員 小岩　照雄 地域振興部 42-８７３０
班　員 大橋　　貢 地域振興部 42-８７４１
班　員 織辺　豊昭 地域振興部 46-０６０２
班　員 長谷川和史 上下水道部 42-８７６０
班　員 筧　瀬津男 企画総務部 42-８７００
班　員 吉田　　廣 教育委員会 42-８７７０
班　員 河合　正信 上下水道部 46-０３３４
班　員 谷口　義博 市民福祉部 42-８７２７
班　員 井上　正三 都市整備部 42-８７５２
班　員 松山　　茂 監査公平委員会 42-８７８０
班　員 岡田　盛英 企画総務部 42-８７５１
班　員 橋爪　鈴子 農業委員会 42-８７８２
班　員 吉田　秀貴 上下水道部 42-８７６１
班　員 桜井　英暢 消防本部 42-０１１９

（富合地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 本玉　真規 都市整備部 42-８７５０
副班長 西村　芳美 市民福祉部 42-８７２０
班　員 小林　敏明 企画総務部 42-８７０３
班　員 三木恵美子 市民福祉部 42-８７２８
班　員 西村　賢造 加西病院 42-２２００

（多加野地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 高見登志男 地域振興部 42-８７４３
副班長 衣笠　昌弘 市民福祉部 42-８７２４
副班長 志方　顕久 教育委員会 42-８７７０
班　員 伊藤　清明 地域振興部 42-８７４２
班　員 原田　正利 地域振興部 42-８７４３
班　員 井上　雅仁 上下水道部 42-８７９６

（西在田地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 福井　　勇 地域振興部 42-８７４０
副班長 金田　一彦 消防署 42-０１１９
副班長 大豊　　武 教育委員会 42-８７７３
班　員 小篠　正彦 都市整備部 42-８７５３
班　員 竹内　正己 消防本部 42-０１１９
班　員 谷川　利昭 都市整備部 42-８７５０
班　員 藤原　美文 消防署 42-０１１９
班　員 篠倉　和昭 加西病院 42-２２００

（在田地区） 氏　名 所　属 連絡先

班　長 仲田　　誠 消防本部 42-０１１９
副班長 能瀬　　肇 企画総務部 42-０１６１
副班長 森本　正光 地域振興部 42-８７４０
班　員 甘中　吉彦 都市整備部 43-０４７５
班　員 能瀬　長人 市民福祉部 42-８７２６
班　員 高橋佐代子 教育委員会 42-８７７２

サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
で
人
気
を
博

し
た
「
今
日
は
カ
エ
ル
と
鬼
ご
っ

こ
」
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、「
ゲ

ロ
ゲ
ッ
チ
ュ
ー
」
と
し
て
帰
っ
て

き
た
。

日
　
時

11
月
18
日

（日）

午
前
10
時
30
分
〜

場
　
所

次
の
エ
リ
ア

い
こ
い
の
村
は
り
ま
・
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー
・
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
・
亀
山
・
玉
丘
史
跡
公
園

対
　
象

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

参
加
費

５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
３
０
０
円
）

持　
っ　
て　
く　
る　
物

カ
エ
ル
捕
獲
用

あ
み
（
虫
捕
り
あ
み
で
Ｏ
Ｋ
!

）

申
込
・
問
合
先

加
西
市
青
年
連
絡

会
え　
ん　
ど　
れ　
す
事
務
局
（
電
話
42
│
８

７
７
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
２
８
０
３
）

地 区 担 当 職 員 名 簿 （平成13年10月1日現在）

来　来　
た　た　
れ　れ　

鬼　鬼　
ご　ご　
っ　っ　
こ　こ　
の　の　
勇勇
者者

―

え　
ん　
ど
れ　
す　

ゲ　
ロ　
ゲ　
ッ　
チ　
ュ　
ー　
―
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18
種
目　
に

5
千
人
が
さ
わ
や
か
な
汗

│
第
34
回
加
西
市
体
育
大
会
│　

オープニングの入場行進

９
月
30
日

（日）
を
中
心
に
、
市
民

の
健
や
か
な
身
体
と
豊
か
な
心
づ

く
り
を
め
ざ
し
「
第
34
回
加
西
市

体
育
大
会
」
が
行
わ
れ
、
市
内
各

会
場
で
18
種
目
に
５
千
人
が
挑
戦
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
日
加
西
球
場
で
行

わ
れ
た
総
合
開
会
式
で
は
、「
加
西

市
善
意
の
表
彰
」
の
う
ち
ス
ポ
ー

ツ
部
門
の
表
彰
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
寄
与
し
、
全
国
大
会
等
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
々

へ
「
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★★
加
西
市
善
意　
の　
表
彰
受

賞
者

〈
か
し
の
木
賞
〉

○
吉
田
秀
貴

加
西
市
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
、
加
西
市

剣
道
連
盟
副
会
長
と
し
て
剣
道
の

普
及
・
向
上
に
尽
力
。

○
河
合
博
之

九
会
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
や
九
会
女

子
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

創
設
等
、
地
域
の
少
年
少
女
サ
ッ

カ
ー
に
貢
献
。

○
内
藤
義
春

日
吉
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
の
発
足
、
指
導
に
貢
献

○
待
元
義
政

下
里
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
。

○
牧
野
敬
三

賀
茂
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
。

○
見
上
正
人

賀
茂
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
。

〈
サ
ル
ビ
ア
賞
〉

○
加
西
柔
道
こ　
ど　
も　
会

平
成
元

年
の
創
設
以
来
、
練
習
・
各
大
会

参
加
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育

成
に
貢
献
。

★★
体
育
協
会　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
賞
受

賞
者

〈
ス　
ポ　
ー　
ツ　
功
労
賞
〉

○
小
野
郁
子

市
内
中
学
校
の
陸

上
競
技
部
顧
問
と
し
て
、
ま
た
兵

庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

加
西
市
女
子
チ
ー
ム
監
督
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
優
れ
た
指
導
、
統

率
力
で
全
国
大
会
等
で
入
賞
す
る

優
秀
な
選
手
を
育
成
し
、
陸
上
競

技
の
普
及
・
振
興
に
寄
与
。

〈
ス　
ポ　
ー　
ツ　
功
績
賞
〉

○
小
椋
三
郎

第
36
回
全
国
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
１
０
０

ｍ
平
泳
ぎ
優
勝
（
３
分
32
秒
24
）

○
市
浦
英
樹

第
17
回
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　
ハ

ン
マ
ー
投
げ
優
勝
（
61
ｍ
40
）

○
田
中
祐
子

第
53
回
兵
庫
県
高

校
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
　
１
年

生
や
り
投
げ
優
勝
（
32
ｍ
56
）

○
北
条
東
小
学
校
6
年
生
男
子
リ

レ
ー
チ
ー
ム

第
49
回
兵
庫
リ
レ

ー
カ
ー
ニ
バ
ル
　
４
０
０
ｍ
リ
レ

ー
優
勝
（
55
秒
18
）

○
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

第
23
回
西
日
本

軟
式
野
球
大
会
（
２
部
）
兵
庫
県

大
会
優
勝

善善
意　意　
の　の　
表表
彰　彰　
＆　＆　

体体
育育
協協
会　会　
ス　ス　
ポ　ポ　
ー　ー　
ツ　ツ　
賞賞
受受
賞賞
者者

（
敬
称
略
）

善意の表彰受賞者のみなさん
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第
35
回
市
民
卓
球
大
会

【
男
子　
シ　
ン　
グ　
ル　
ス　
】

▽
一
部
・
是
常
浩
一
郎
（
暁
ク
）

▽
二
部
・
岡
本
昌
平
（
ベ
テ
ラ
ン
）

【
男
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】
本
多
厚
志
（
暁

ク
）　・
藤
原
靖
（
同
）

【
女
子　
シ　
ン　
グ　
ル　
ス　
】

▽
一
部
・
森
井
星
子
（
北
条
高
）

▽
二
部
・
岩
尾
涼
子
（
泉
中
）

【
女
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】
森
井
星
子
（
北

条
高
）　・
芝
　
千
尋
（
同
）

第
32
回
市
民
空
手
道
大
会

・
型
競
技

▽
幼
　
年

高
見
治
樹

▽
小
学
1
・
2
年

浅
田
幸
佑

▽
小
学
3
・
4
年

北
原
暉
人

▽
小
学
5
・
6
年

奥
隅
愛
奈

▽
一
　
般

浅
井
雅
善

・
組
手
の
部

▽
小
学
1
・
2
年

常
峰
大
雅

▽
小
学
3
・
4
年

北
原
暉
人

▽
小
学
5
・
6
年

大
垣
隆
一

▽
一
　
般

浅
井
雅
善

第
34
回
市
民
柔
道
大
会

【
団
体
戦
】
Ａ
チ
ー
ム

【
個
人
戦
】
▽
小
学
1
・
2
年

内
藤
翼
（
社
柔
道
教
室
）
▽
小
学

3
・
4
年

頃
安
知
義
（
同
）
▽

小
学
5
・
6
年

井
口
貴
之
（
加

西
柔
道
教
室
）
▽
中
学
男
子

圓

井
拓
哉　
（
北
条
中
）
▽
中
学
女
子

阿
部
真
帆　
（
北
条
中
）
▽
一
般
男

子

後
藤
明
（
北
条
高
）

第
25
回
少
林
寺
拳
法
演
武
大
会

・
組
演
武

【
少
年
の
部
】
▽
低
学
年

山
根

綾
人
・
豊
原
大
樹
　
▽
中
学
年

山
本
卓
・
後
藤
留
意
　
▽
高
学
年

川
嶋
孝
平
・
後
藤
愛
理

【
一
般
の
部
】
イ　
エ　
ス　
ニ　・　
ル　
ウ　
ィ　
ク
・

デ　
デ　
ィ　・　エ　
ブ　
エ　
ン　
デ　
ィ

・
乱
取
り

【
少
年
の
部
】
阿
部
享
平

【
一
般
の
部
】
デ　
デ　
ィ　・　エ　
ブ　
エ　
ン　
デ　
ィ

第
12
回
市
長
杯　
グ　
ラ　
ウ　
ン　
ド　
ゴ　
ル　

フ　
大
会

【
男
子
の
部
】
岡
三
郎

【
女
子
の
部
】
宮
崎
佐
和
子

第
2
回
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

高
田
辰
夫
・
竹
内
敏
和

第
10
回
市
民　
タ　
ー　
ゲ　
ッ　
ト　
バ　
ー　
ド　

ゴ　
ル　
フ　
大
会

【
男
子
の
部
】
井
上
正
和

【
女
子
の
部
】
菅
野
利
子

第
17
回　
ジ　
ュ　
ニ　
ア　
バ　
レ　
ー　
ボ　
ー　
ル　

大
会

泉
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
35
回
市
民　
ソ　
フ　
ト　
テ　
ニ　
ス　
大
会

【
一
般
男
子
】
角
田
豊
和
・
吉
村

光
央
（　
ド　
リ　
ー　
ム　
）

【
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
】
国
田
文
弥
・

尾
内
健
司
（
泉
中
）

【
一
般
女
子
】
本
玉
麻
衣
子
・
菅

野
理
奈
（
北
条
高
）

第
26
回
市
民　
バ　
ド　
ミ　
ン　
ト　
ン　
大
会

【
男
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

大

塚
馨
（
新
生
精
機
）　・
渡
部
健
二

（
三
洋
電
機
）
▽
二
部

多
田
郁

夫
・
増
田
信
二
（
一
般
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
▽
一
部

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
（
協
会
）
▽
二
部

柴
田
裕
也
（　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
）　

【
女
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

増

田
寛
子
・
堀
谷
恵
（
土
曜
バ
ド
）

▽
二
部

西
岡
敦
子
・
村
岡
文
代

（　
マ　
ー　
ガ　
レ　
ッ　
ト　
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
▽
一
部

増
田
寛
子
（
土
曜
バ
ド
）
▽
二
部

浅
田
真
季
（
協
会
）

第
31
回
町
対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

【
男
子
】
▽
一
部

福
居
Ａ
　
▽

二
部

窪
田
Ａ
　
▽
三
部
Ａ

繁

昌
ハ
イ
ツ
　
▽
三
部
Ｂ

鴨
谷

【
女
子
】
▽
一
部

江
ノ
木
　
▽

二
部
Ａ

繁
昌
ハ
イ
ツ
　
▽
二
部

Ｂ

黒
駒
　
▽
三
部
Ａ

国
正

▽
三
部
Ｂ

中
富

第
8
回
市
長
杯
地
区
対
抗
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

富
田
チ
ー
ム

第
19
回
市
民
硬
式　
テ　
ニ　
ス　
大
会

【
一
般
男
子
】
畑
中
・
見
藤
（
プ

リ
ー
）

【
壮
年
男
子
】
相
馬
・
増
家
（
加

西
ロ
ー
ン
）

【
一
般
女
子
】
山
田
（
三
洋
電

機
）　・
友
井
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ラ
ー
）

【
壮
年
女
子
】
大
西
・
高
橋
（
Ｄ

Ｒ
Ｙ
）

【
ミ
ッ
ク
ス
】
見
藤
・
畑
中
（
プ

リ
ー
）

○
少
林
寺
拳
法
加
西
道
院

２
０

０
１
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫
県
大
会

兼
第
55
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会
小

学
生
団
体
の
部
　
最
優
秀
賞

○
玉
田
敦
子
・
福
井
成
美
組

第

３
回
兵
庫
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
ク

ラ
ス
優
勝

★　★　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
大
賞
受
賞
町

最
優
秀
町

東
高
室

優

秀

町

栗
田
、
佐
谷



Town Topics Town Topics Town Topics

　松本義文助役が8月21日、竹内暉雄教育長は9月30日にそれぞ

れ退任されました。新助役には後藤健次郎氏（元地域振興部長）が

、新教育長には市橋敬典氏（元北条高校校長）が就任しました。

　松本義文助役は、市職員等を経て昭和62年に助役に就任、50余

年もの間地方自治につくされ、加西市の基盤を築かれました。竹内

教育長は加古川東高等学校校長などを経て平成7年に教育長に就任

され、加西市の教育行政にご尽力いただきました。お二人には、市

長と議会からそれぞれ感謝状が送られました。

　後藤健次郎新助役は、昭和39年加西町役場の職員となり、加西

市水道事業所次長、市監査公平委員会事務局長、地域振興部長など

を歴任。また市橋敬典新教育長は県教委、県こころ豊かな人づくり

推進課参事、西脇工業高校校長などを歴任されています。

なんだかんだ五百羅漢だ！

五百羅漢保存委員会へ感謝状

　9月17日（月）、羅漢寺（山田恵純住職）の美化運動に

奉仕されている五百羅漢保存委員会（三枝亀治会長）に日

本観光協会関西支部から感謝状が贈られました。

「これからもたくさんの人にきてもらえるよう景観を守っ

て行きたい。」と三枝会長（写真右）

多彩な催し、消防フェスティバル

　10月6日（日）、市民グラウンドで

消防フェスティバルが行われ、保育園

児から連合婦人会のみなさんまで多く

の参加者が、楽しみながら防火意識の

向上と消化技術の取得に努められまし

た。

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

太古のロマンに憧れて

　9月26日（水）、北条駅周辺地区市街地再

開発事業にかかる再開発ビル工事の安全祈願

祭が関係者出席のもと行われました。同ビル

は平成15年春の竣工を目指し、駅前地区活性

化の起爆剤と期待されています。

いよいよ着工駅前再開発ビル

　地域単位での心のこもったお祝い会「高齢者あったか

推進のつどい」が市内の一部で実施されるようになって4

年目の今年、従来の敬老会にかわって市内全地区で開催

されました。

市内全域で手作りの敬老会

福祉チャリティーロックコンサート
スーパーエスコート2001

　10月6日（土）、健康福祉会館では今年で4回目となるチャリティ

ーコンサート「スーパーエスコート2001」が行われ、市内外で活

躍する6つのアマチュアバンドがその腕前を披露して会場を盛り上げ

ました。

　同実行委員会から今年も収益金など63万1千円が社会福祉協議会

へ贈られました。

友好都市プルマン市をPR

　9月26日（水）～28日（金）、神戸国際展示場で

国際フロンティア産業メッセが開催され、姉妹州省コ

ーナーにおいて加西市の友好都市プルマン市のブース

を設置、本市との交流活動やワシントン州立大学、市

内企業のPRを行いました。

明るい選挙啓発ポスター入賞者決まる

　平成13年度の明るい選挙啓発ポスターの募集に、

小学生82点、中学生64点の応募がありました。

優秀賞は次のみなさんです。（敬称略）

・小学生の部

国田和樹（西在田小4年）、藤田明正（富田小5年）、

田井章久（九会小5年）、松本はるか（賀茂小5年）、

幸田成美（九会小6年）

・中学生の部

菅野　瑶（加西中3年）、高見真理子（泉中3年）、

鈴木沙耶佳（同）、国田瑞貴（泉中2年）、

仲田直人（泉中3年）

　9月15日（土）、玉丘史跡公園で行われた文化財講座では、実際に参

加者が「古代織」に挑戦。また、10月6日（土）、笹塚古墳では、古墳

発掘見学会が開催され、参加者はすこしだけ太古の香りに触れることが

できました。
得
意
の
英
語
で
説
明
を
す
る

加
西
市
国
際
親
善
使
節
の
黒
田
さ
ん

「地域に愛される教育を！」

  と市橋新教育長

竹内前教育長 松本前助役

国
田
和
樹
（
西
在
田
小
4
年
）

※
同
作
品
は
県
で
も
特
選

菅
野
瑶
（
加
西
中
3
年
）

「火の用心！」かわいい園児達の防火パレード

小学校の自主防災組織で競われた放水訓練

こ
れ
は
怖
い
！
天
ぷ
ら
油
の
消
火
訓
練

各
町
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
長
寿

を
お
祝
い
。

ひそかに話題？小泉首相に似た石仏

「親の顔が見たければ・・・」の

五百羅漢には、誰が言ったか小泉首

相似の石仏も。似てるかどうかは実

際にあなたの目でお確かめ下さい。

「市民と一体となって活力ある

市を目指したい。」と後藤助役

松本助役と竹内教育長が退任
新助役に後藤氏、新教育長に市橋氏
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平成12年10月から、平成13年９月までの間、国の特別対策により半額であった第一号被保険者（65歳以

上の方）の納める介護保険料が、平成13年10月から本来の保険料になります。

65歳以上の方の介護保険料は、全給付費の約１／６であり、残りは公費や第二号被保険者（40歳以上65

歳未満の方）の保険料でまかわれていることをご理解の上、納付くださるようよろしくお願いいたします。

また年金からの天引きの方も、10月支払年金分より本来の額となります。

井ノ岡・大坪土地区画整理組合は、事業地区
内の保留地の一般分譲を行います。
分譲内容

・区画数　16区画（地目 宅地）・面積　167�～556�

・価格　1,360万円～3,780万円 ・�単価　60千円～83千円
申込期間 10月15日（月）から11月８日（木）
決定方法 公開抽選により決定
問合先 井ノ岡・大坪土地区画整理組合

（市役所５階　電話42-８７５４）

―都市計画法等の改正に伴う県の取り組み―

県では、「都市計画マスタープランの策定」や「市街
化調整区域の開発の取り扱い」へ、広く県民の皆様のご
意見を募集しています。（１１月１５日（木）まで）

詳細は、県都市計画課ホームページ
《h t t p : / / w e b . p r e f . h y o g o . j p / k e i k a k u / i n d e x . h t m l》、市都市
計画課に備え付けのパンフレットをご覧ください。
問合先 兵庫県都市計画課（電話078-362-3588）

電線共同溝の整備等に関する特別措置法（平成７年法律第

3 9号）第３条の規定により、次の区間を、電線共同溝を整備す

べき道路として指定することになり、縦覧を行います。

縦覧期間 10月19日（金）から11月２日（金）

縦覧場所 市役所５階都市計画課

問 合 先 都市計画課（電話42-８７５３）

★問合先 税務課（電話42-8712）

もし、保険料を納めないでいると……。
特別な事情がないのに保険料を滞納していると、滞納期間に応じて、介護サービスを利用する際に次

のような措置がとられます。

《通常は》・介護サービスにかかる費用の1割負担で介護サービスを利用できます。

《滞納していると》

市道　北条栗田線電線共同溝
整備道路指定について

土地区画整理事業による宅地分譲開始

パブリックコメント募集!
道路の
種　類

市道
北　条

栗田線

加西市北条町北条字
溝川42-6から
加西市北条町北条字
溝川43-3まで

路線名 区　　間
予定
延長

約

100m

指定の
部　分

上下線

備　考

再開発

区　間

市道
北　条

栗田線

加西市北条町北条字
溝川43-3から
加西市北条町北条字
五軒町906-3まで

約

100m
上下線
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加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は

11
月
11
日

（日）
に
ジ
ャ
ス
コ
加
西
店

で
行
う
「
第
22
回
古
本
市
」
に
向

け
て
、
古
本
の
収
集
と
、
寄
せ
ら

れ
た
本
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
本
市
は
当
協
会
の
活
動

資
金
づ
く
り
の
た
め
に
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
車
イ
ス
や

車
イ
ス
の
ま
ま
乗
れ
る
福
祉
車
の

購
入
な
ど
に
充
て
て
き
ま
し
た
。

本
の
収
集
は
10
月
30
日

（火）
ま
で
。

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
本
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
提
供
く
だ
さ
い
。
ま

た
古
本
市
当
日
は
、
単
行
本
、
文

庫
本
、
マ
ン
ガ
、
絵
本
な
ど
を
格

安
の
値
段
で
販
売
し
ま
す
の
で
、

皆
様
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
（
電
話
43
│
０
３
６
１
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

ぞ
れ
の
職
場
や
各
地
域
で
救
命
法

を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

に
よ
る
自
主
救
護
能
力
と
救
命
率

の
一
層
の
向
上
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

【
応
急
手
当
普
及
員
　
11
名
】

▽
中
村
圭
吾
・
西
村
唯
伸
・
森
利

秀
・
藤
原
雅
之
・
門
林
真
理

子
・
長
谷
川
慶
子
・
毛
利
き
ぬ

代
・
村
田
富
貴
美
・
時
本
ゆ
か

り
・
天
川
克
仁
・
橋
爪
秀
美

消
防
本
部　
で　
は　
、　
毎
月
第　
４　
日
曜

日　
（
午
前
九
時　
〜　
正
午
）　
に　
「　
ハ　
ー　

ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会　
（
市
民
救
命

士
）」　
を　
開
催　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

ま　
た　
、　
会
社　
や　
町
内
会
等
各
種
団

体　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
第　
４　
日
曜
日
以
外　
の　

日　
で　
も　
受　
け
付　
け　
て　
い　
ま　
す
。　
時

間
・
場
所
等　
は　
消
防
本
部　
へ　
相
談　
し　

て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会　
を　
受
講　

し　
て　
か　
ら　
３　
年　
を　
経
過　
さ　
れ　
た　
方　
は　
、　

救
命
技
能　
を　
維
持
向
上　
す　
る　
た　
め　

に　
、　
再
講
習　
を　
受
講　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

も　
し
も　
の　
時　
の　
た　
め　
に　
、　
一
家　
に　

一
人　
は　
応
急
手
当　
を　
覚
え　
ま　
し　
ょ　
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

8
月　
の　
受
講
者

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

〔
新
規
受
講
者

9
名
〕　

▽　
希
望
の
郷
職
員

９
名

〔
再
講
習
者

3
名
〕　

▽　
希
望
の
郷
職
員

３
名

乳
幼
児　
の　
誤
飲　
で　
最
も　
頻
度　
の　
高　

い　
も　
の　
が　
た　
ば　
こ　
の　
葉　
で　
す
。　

紙
巻
き　
た　
ば　
こ　
１　
本
中　
に　
は　
０
・

５　
〜　
２
・
４　
ミ　
リ　
グ　
ラ　
ム　
の　
ニ　
コ　
チ　
ン　
が　

含　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
ニ　
コ　
チ　
ン　
の　
致
死

量　
は　
大
人　
で　
50
〜　
60
ミ　
リ　
グ　
ラ　
ム　
、　

乳
幼
児　
で　
10
〜　
20
ミ　
リ　
グ　
ラ　
ム　
と　
考

え　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。

乳
幼
児
期　
に　
は　
、　
何　
で　
も　
口　
に　
入　

れ　
た　
が　
り　
ま　
す　
が　
、　
実
際　
に　
は　
舐　
め　

た　
だ　
け　
で　
吐
き　
出　
し　
、　
飲　
み　
込　
ん　
で　

い　
な　
い　
の　
が　
ほ　
と　
ん　
ど　
で　
す
。　

怖　
い　
の　
は　
灰
皿　
に　
水　
が　
入　
れ　
て　
あ　

り
、　
ニ　
コ　
チ　
ン　
が　
溶　
け
出　
し　
濃
縮　
し　
て　

い　
る　
場
合　
で　
す
。　
と　
て　
も　
ま　
ず
く　
て　

飲　
め　
る　
よ　
う
な　
も　
の　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　

ん　
が　
、　
用
心　
す　
る　
に　
こ　
し　
た　
こ　
と　
は　

あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
喫
煙
者　
の　
い　
る　
家
庭　

で　
は　
、　
乳
幼
児　
の　
手　
の　
届　
か　
ぬ　
場
所　

に　
た　
ば　
こ　
を　
置
き　
、　
こ　
ま　
め　
に　
灰
皿　

を　
片
付　
け　
る　
こ　
と　
を　
習
慣　
に　
し　
て　
く　

だ　
さ　
い　
。

平
成
13
年　
８　
月
22
日　
〜　
24
日　
の　
３　

日
間　
の　
日
程　
で　
、　
北
播
磨　
５　
消
防
本

部
主
催　
の　
応
急
手
当
普
及
員
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、
北
播
磨
４
市
８

町
か
ら
33
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
医
師
や
救
急
救
命

士
の
指
導
の
も
と
、
心
肺
蘇
生

法
・
止
血
法
・
搬
送
法
等
の
具
体

的
指
導
要
領
等
を
24
時
間
学
び
、

そ
の
後
、
学
科
・
実
技
試
験
に
合

格
す
れ
ば
、
普
通
救
命
講
習
会
で

市
民
に
心
肺
蘇
生
法
等
の
技
術
指

導
が
で
き
る
普
及
員
資
格
と
し
て

の
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
加
西
市
か
ら
も
11
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
員
試
験

に
合
格
さ
れ
、
加
西
市
に
お
け
る

応
急
手
当
普
及
員
資
格
者
は
こ
れ

で
27
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
普
及
員
の
方
々
が
、
そ
れ

第第
2222
回回

古古
本本
市市

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

応
急
手
当
普
及
員
講
習
会

た　
ば　
こ　
の　
誤
飲　
に　
注
意
!

ド　
ア　
ー　
開　
け　
て　
お　
い　
た　
ら　
白
紙
一
枚
裏
返　
っ　
た
だ　
け　

木
馬
斬　
っ　
た　
刃　
の　
こ　
ぼ　
れ　
研
ぐ
罪　
の　

知
恵　
の　
輪
で　
す　

最
後　
の　
箇
所　
が　
解　
け　
ま　
せ　
ん　

気　
が　
つ　い　
た　
ら　
時
間
翻
弄
さ　
れ　
て　
い　
た　

会
者
定
離　
と　
風　
は　
歌　
っ　
て　
い　
た　
の　
で　
す　

飢　
え　
る　
児　
の　
グ　
ラ　
ビ　
ア　
下
敷
き　
に　
爪
を
き　
っ　
て　
い　
る　

口
先
だ　
け　
の　
口
持　
っ　
て　
朝
一
番
入　
れ　
歯
入　
れ　
る　

時　
の　
空
函
並　
べ　

比　
べ　
て　
い　
る　

重
さ

辻
　
　
美
沙

山
本
　
二
昭

佐
治
　
　
靖

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

荻
野
　
　
享

井
塚
　
理
人
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☆ボランティア活動に参加しよう

ボランティア活動は、自らの創造性を働かせて

行う多彩な活動として広がりつつあり、多くの

人々に注目されています。市民のみなさんも自分

からできることから取り組みましょう。

（１）まず、自分に何ができるか、どのくらいの時間

が使えるかを考え、その時間内でできることを、

自分の暮らす地域社会の中で探してみましょう。

（２）次に、仲間を募りましょう。一人ではできそう

にないことでも、仲間とともにやればできるもの

です。職場の同僚や学校の友だち、地域の人々

に呼びかけてみることです。賛同してくれる仲間

が必ずいるはずです。

（３）もし、自信がない、自分に出来ることが見つ

からないと思っているならば、身近かな所で、す

でに活動しているボランティアグループを探し、

その活動に参加することも一つの方法です。

（４）そして、お互いに助け合ったり、共に活動する

場や集まる方法があるかを考えましょう。もしな

かったら、そのような場や方法を作り出すことか

ら始めましょう。

（５）最後に、なによりも、まず「私」から何らかの

活動を計画し、行動を起こしていくことが大切で

す。ためらわず、第一歩を踏み出しましょう。

交流と人権

上
代
遺
跡
は
下
里
川
の
支
流
・

賀
茂
川
の
南
岸
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
下
里
川
下
流
域
に
お
い
て
は

比
較
的
規
模
の
大
き
な
古
墳
時
代

の
集
落
遺
跡
で
あ
り
、
発
掘
調
査

で
は
古
墳
時
代
後
期
（
約
千
四
百

年
前
）
の
竪
穴
式
住
居
跡
２
棟
な

ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

上
代
遺
跡
周
辺
に
は
剣
坂

古
墳
や
大
塚
古
墳
な
ど
同
時

期
の
古
墳
が
分
布
し
て
お
り
、

遺
跡
は
こ
れ
ら
の
古
墳
と
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

近
年
、
賀
茂
川
の
対
岸
に

も
古
墳
時
代
の
集
落
跡
で
あ

る
福ふ

く

住ず
み

・
構

か
ま
い

遺
跡
が
新
し
く

発
見
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
地

域
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
の

貴
重
な
資
料
が
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。

102

上
代

じ
ょ
う
だ
い

遺
跡
…
東
剣
坂
町

古
墳
時
代　
の　
竪
穴
式
住
居
跡

た
て
あ
な
し
き
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

見　
つ　
か　
る
!

剣
坂
古
墳
、　
大
塚
古
墳　
に　
関
係
す
る　
集
落
跡　
？

位置図
1. 上代遺跡　2. 福住・構遺跡
3. 剣坂古墳　4. 大塚古墳

「　
い　
ら　
っ　
し　
ゃ　
い　
。」　

「
安　
い　
よ　
。　
買　
っ　
て　
く　
だ　
さ　

い　
。」　Ｊ

Ａ　
か　
さ　
い　
し　
朝
市
会
場　
で　
、　
元

気　
の　
い　
い　
声　
が　
響
き　
ま　
す
。　

７　
月
15
日
、　
自
分
達　
が　
１　
学
期　
の　

間
、　
丹
精　
こ　
め　
て　
作　
っ　
た　
野
菜　
を　
朝

市　
で　
販
売　
し　
た　
の　
は　
、　
富
合
小
学
校　

５　
年
生
42
名
。　

本
校　
で　
は　
昨
年
度　
よ　
り
、　
校
区　
を　

中
心　
に　
地
域　
の　
歴

史　
や　
自
然
、　
産
業　

を　
調　
べ　
た　
り
、　
地
域　

の　
人　
を　
講
師　
と　
し　

て　
学
校　
に　
招　
い　
て　
学

習　
し　
た　
り　
す　
る　
な　

ど　
、　
地
域
素
材　
を　

活
用　
し　
、　
体
験
活

動　
や　
問
題
解
決
的　

な　
学
習　
を　
重
視　
し　

た　
「
生
活
科　
・　
総
合

的　
な　
学
習
」　
を　
展

開　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

５　
年
生　
で　
は　
社
会
科　
で　
の　
農
業　
の　

学
習　
と　
も　
関
連　
さ　
せ　
、　
自
分
達　
で　
栽

培　
し　
た　
野
菜　
を　
校
区　
に　
あ　
る　
朝
市
会

場　
で　
販
売　
し　
よ　
う
と　
構
想　
し　
、　
テ　
ー　

マ　
を　
「
桃
子
野
朝
市　
を　
開　
こ　
う
」　
と　

設
定　
し　
ま　
し　
た　
。　「
桃
子
野
」　
と　
は　

本
校
周
辺　
の　
昔　
の　
呼　
び　
方　
で　
す
。　

今
年
度
、　
栽
培　
し　
た　
の　
は　
夏
野
菜　

の　
ト　
マ　
ト　
、　
ナ　
ス　
、　
ス　
イ　
ー　
ト　
コ　
ー　
ン　
、　

カ　
ボ　
チ　
ャ　
、　
ス　
イ　
カ　
、　
そ　
し　
て　
加
西
市　

の　
特
産
品　
と　
し　
て　
数
年
前　
か　
ら　
販
売　

さ　
れ　
て　
い　
る　
万
願
寺　
ト　
ウ　
ガ　
ラ　
シ　
の　
６　

種
類
。　
校
区　
に　
あ　
る　
農
業
改
良
普
及　

セ　
ン　
タ　
ー　
の　
指
導
員　
さ　
ん　
に　
教
え　
て　
も　

ら　
っ　
た　
り
、　
朝
市　
で　
野
菜　
を　
出　
し　
て　

お　
ら　
れ　
る　
人　
や　
地
元
農
家　
の　
方　
に　
た　

ず　
ね　
に　
行　
っ　
た　
り　
し　
な　
が　
ら　
進　
め　
て　
い　

き　
ま　
し　
た　
。　

自
分　
の　
背　
よ　
り
も　
高　
い　
支
柱
立　
て　
、　

安
全　
な　
無
農
薬
野
菜　
を　
栽
培　
す　
る　

た　
め　
に　
ア　
ブ　
ラ　
ム　
シ　
退
治
に　
牛
乳　
ス　
プ　

レ　
ー　
を　
噴
霧
し　
た　

り
、　
様
々　
な　
作
業　
を　

通　
し　
て　
、　
子　
ど　
も　
達　

は　
農
業　
の　
厳　
し　
さ　
を　

体　
で　
学　
び　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
宣
伝
効
果　
を　

ね　
ら　
っ　
て　
チ　
ラ　
シ　
を　
校

区　
１　，　
２　
０　
０　
戸　
に　
手

分　
け　
し　
て　
配　
っ　
た　
り
、　

友
達　
と　
協
力　
し　
合　
っ　

て　
ポ　
ス　
タ　
ー　
や　
看
板

作　
り
も　
し　
ま　
し　
た　
。　

朝
市
当
日
、　
午

前　
５　
時
半
過　
ぎ　
に　
学
校　
の　
畑　
に　
集
合　

し　
、　
野
菜　
を　
収
穫
。　
と　
れ　
た　
て　
の　
新

鮮
野
菜　
を　
会
場　
に　
運　
び　
、　
大
き　
な　
声　

を　
出　
し　
て　
売　
り
込　
む　
と　
、　
１　
時
間　
ち　

ょ　
っ　
と　
で　
完
売　
し　
ま　
し　
た　
。　

農
産
物　
の　
生
産
、　
販
売　
の　
喜　
び　
と　

難　
し　
さ　
を　
知　
り
、　
経
済
活
動　
と　
し　
て　

の　
農
業　
に　
関
心　
を　
持　
ち　
始　
め　
た　
子　
ど　

も　
達　
は　
、　
今
、　
新　
た　
な　
課
題　
に　
向　
か　

っ　
て　
、　
更　
に　
追
求　
を　
続　
け　
て　
い　
る　
と　
こ　

ろ　
で　
す
。　

桃
子
野
朝
市
を
開　
こ　
う
│
総
合
的
な　
学
習　
の　
取
り
組　
み　
│

加加
西西
市市
立立
富富
合合
小小
学学
校校

大塚古墳の石室

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校
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っ　
て　
大
切　
な　
家
族　
を　
肺
癌　
の　
危
険　
に　
さ　
ら　
し　
て　

い　
る　
の　
で　
す
。　

次　
に　
肺
気
腫　
に　
つ　
い　
て　
で　
す　
が　
、　
肺
気
腫　
と　

は　
肺　
を　
構
成　
し　
て　
い　
る　
肺
胞　
が　
壊　
れ　
て　
し　
ま　

い　
、　
そ　
の　
結
果
呼
吸
不
全　
に　
陥　
っ　
て　
し　
ま
う
病

気　
で　
す
。　
そ　
の　
原
因　
と　
し　
て　
は　
、　
や　
は　
り
喫
煙　

が　
99
％　
以
上　
で　
あ　
る　
と　
考
え　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

ま　
た　
、　
こ　
の　
病
気　
は　
肺
胞　
が　
壊　
れ　
て　
い　
る　
わ　
け　

で　
す　
か　
ら　
元　
に　
戻　
る　
こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
喫

煙　
を　
続　
け　
る　
限　
り
進
行　
し　
て　
い　
き　
ま　
す
。　
唯

一　
の　
進
行　
を　
遅　
ら　
せ　
る　
方
法　
は　
禁
煙　
で　
あ　
る　

と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
現　
に　
禁
煙　
し　
た　
人　
と　
し　

な　
か　
っ　
た　
人　
と　
で　
肺
機
能
低
下　
の　
ス　
ピ　
ー　
ド　
が　

禁
煙　
し　
た　
人　
の　
方　
が　
明　
ら　
か　
に　
遅　
か　
っ　
た　
と　
の　

報
告　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　
こ　
の　
他　
に　
も　
様
々　
な　
呼

吸
器
疾
患　
に　
喫
煙　
は　
悪
影
響　
を　
及　
ぼ　
し　
、　
禁

喫
煙　
が　
様
々　
な　
病
気　
の　
原
因　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　

の　
は　
明　
ら　
か　
で　
す
。　
特　
に　
呼
吸
器
疾
患　
に　
お　
い　

て　
は　
喫
煙　
が　
そ　
の　
原
因　
お　
よ　
び　
悪
化
因
子　
に　

な　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
多　
い　
と　
考
え　
ら　
れ　
て　
い　
ま　

す
。　
肺
癌　
の　
原
因　
と　
し　
て　
は　
や　
は　
り
喫
煙　
が　

最
も　
重
要　
な　
要
素　
の　
一　
つ　
だ　
と　
考
え　
ら　
れ　
て　
お　

り
、　
喫
煙　
す　
る　
人　
は　
し　
な　
い　
人　
に　
比　
べ　
て　
何
倍

も　
肺
癌　
に　
な　
り　
や　
す　
い　
と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

し　
か　
も　
最
近　
の　
研
究　
で　
喫
煙　
し　
な　
い　
女　
の　
人　
で　

も　
そ　
の　
夫　
が　
喫
煙　
す　
る　
な　
ら　
３　
倍
も　
肺
癌　
に　

な　
り　
や　
す　
い　
と　
の　
結
果　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　
こ　
れ　
は　

煙
草　
の　
フ　
ィ　
ル　
タ　
ー　
側　
か　
ら　
吸　
わ　
れ　
る　
主
流
煙　

と　
火　
の　
つ　
い　
た　
先
端
部　
か　
ら　
立　
ち　
の　
ぼ　
る　
副
流

煙　
と　
を　
比
較　
す　
る　
と　
発
癌
物
質　
が　
数
倍
も　
副

流
煙　
に　
多　
く
含　
ま　
れ　
て　
い　
る　
事
実　
に　
よ　
っ　
て　
も　

裏
付　
け　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
つ　
ま　
り
、　
喫
煙　
に　
よ　

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

煙　
が　
非
常　
に　
大
切　
と　
考
え　
ら　
れ　
ま　

す
。　し　

か　
し　
、　
禁
煙　
し　
よ　
う
と　
思　
っ　
て　

も　
達
成　
で　
き　
る　
の　
は　
な　
か　
な　
か　
困
難　

な　
こ　
と　
が　
多　
い　
よ　
う　
で　
す
。　そ　
の　
た　
め　
、　

禁
煙　
の　
補
助　
を　
す　
る　
薬
剤　
と　
し　
て　
ニ　

コ　
チ　
ン　
テ　
ー　
プ　
や　
ニ　
コ　
チ　
ン　
ガ　
ム　
が　
開
発　

さ　
れ　
効
果　
を　
あ　
げ　
て　
お　
り
、　
当
院　
で　

も　
ニ　
コ　
チ　
ン　
テ　
ー　
プ　
に　
よ　
る　
禁
煙
指
導　

を　
肺
疾
患
外
来　
に　
て　
行　
な　
っ　
て　
い　
ま　

す
。　
し　
か　
し　
こ　
の　
治
療　
に　
は　
保
険　
が　

適
応　
さ　
れ　
て　
お　
ら　
ず
、　
す　
べ　
て　
自
費

負
担　
と　
な　
り　
ま　
す
。　
８　
週
間　
の　
コ　
ー　

ス　
で　
約　
４　
万
円
前
後　
の　
負
担　
と　
な　
り　

ま　
す　
が　
、　
ご　
希
望　
の　
方　
は　
外
来　
に　
て　

ご　
相
談　
く　
だ　
さ　
い　
。

おやつを５分で食べるのと、だら

だらと3 0分かけて食べるのでは時

間をかけて食べるほうが虫歯になり

やすくなります。ジュース類も哺乳ビ

ンやストローで時間をかけて飲むの

は要注意 ! 間食は回数だけでなく

食べている時間にも気をつけて!

（加西市歯科衛生士会）

同じ量でも食べ方で虫歯に!

毎年、1 1月から３月にかけて流行す

るのがインフルエンザです。

インフルエンザにかかった人が咳やく

しゃみなどをすることにより、ウイルスが

空気中に広がり、それを吸い込むこと

によって感染します。インフルエンザが

普通のかぜと違うところは、高熱・頭

痛・関節痛・筋肉痛など全身症状が

現れることです。また、気管支炎や肺

炎などを合併し、重症化することが多く、

特に高齢者や、肺や心臓・腎臓に病

気のある方、また糖尿病の方などでは

死に至ることも少なくありません。

このように恐ろしいインフルエンザを予

防するためには、ウイルスが体内に入

ってきてもやっつけることができる丈夫な

身体をつくっておくことが何よりも大切で

す。普段からバランスのとれた食事・

毎朝すっきり目覚められるような十分な

休養・汗ばむくらいの適度な運動を１

日１回は心がけ、強い身体をつくるよう

にしましょう。他に、インフルエンザ予防

としては、①室内の乾燥を防ぐこと②

部屋の換気③人ごみを避ける④手洗

い、うがいをこまめにする⑤厚着をし過

ぎない（厚着をし過ぎて汗をかくと、逆

に身体が冷えます）⑥流行前に予防

接種を受ける等が挙げられます。

上記のことに注意しながら今年も健

康な身体で冬を乗り越えていきましょう。

インフルエンザを
予防しましょう

〈作り方（4人分）〉

①ひじき（10ｇ）を戻し、人参（1 / 2本）はおろし、パン粉
（1 /2カップ）と、混ぜる。生椎茸（２個）、玉ねぎ（1 / 2個）
はみじん切りにして油でいため、冷ましておく。

②ボールに合挽肉（3 00ｇ）、塩（小さじ1 / 2）、コショウ少々、
卵（１個）を入れ、粘りが出るまで混ぜる。①を加えて混
ぜ、４等分し小判型に丸める。

③フライパンに油を引き中火で②を焼く。裏返しにして弱火
にし、蓋をして３～４分蒸し焼きにして中まで火を通す。

④付け合せにニラ（１束）を３c m位に切り、もやし（１袋）と
いっしょにサラダ油で炒め塩・コショウで味付けして辛子醤
油で食べる。

い　
ず　
み　
会
会
員
（
玉
野
）

本
玉
み
ゑ
子
さ
ん

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp でご覧になれます。

市立加西病院

呼吸器科医長

城谷　知彦

喫
煙　
と
呼
吸
器
疾
患　
に　
つ　
い　
て

〈シェフから一言〉

ひじき、人参入りで栄養たっぷ
りハンバーグです。

ウイルスに

負けてたまるか

加西人



16下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

対
象
者

生
後
３
ヶ
月
〜

90
ヵ
月
（
７
歳
半
）
未
満
の
児

日
　
程

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

２
時

持　
っ　
て　
く　
る　
物

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
（
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）、

体
温
計
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

求
職
者
の
方
を
対
象
に
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

パ　
ソ　
コ　
ン　
無
料
講
習
会

ポ　
リ　
オ　
ワ　
ク　
チ　
ン　

予
防
接
種　
の　
お　
知　
ら　
せ

募
集
コ
ー
ス
（
各
定
員
20
名
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
×
３
日
間
）

�
ワ
ー
ド
入
門
（
ワ
ー
プ
ロ
）

�
エ
ク
セ
ル
入
門
（
表
計
算
）

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｅ
メ
ー
ル
）

※
各
コ
ー
ス
連
続
３
日
（
月
・

火
・
水
ま
た
は
木
・
金
・
土
）

期
　
間

平
成
14
年
３
月
末
ま
で

申
込
・
問
合
先

西
脇
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
７
９
５
│

23
│
４
３
２
６
）

歴
史
街
道
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
市
内
観
光
め

ぐ
り
の
第
２
弾
。
今
回
は
中
世
加

西
の
旅
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日
　
時

11
月
18
日

（日）

午
前
９
時
30
分
〜

コ
ー
ス

市
役
所
↓
五
百
羅
漢
・

酒
見
寺
・
住
吉
神
社
↓
丸
山
公
園

↓
東
光
寺
↓
久
学
寺
↓
市
役
所

定
　
員

25
名
（
先
着
順
）

参
加
費

１，　
０
０
０
円

（
弁
当
代
・
保
険
料
含
む
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
〒

６
７
５
│
２
３
９
５
加
西
市
観
光
協

会
（
電
話
42
│
８
８
２
３
）
ま
で
。

第
２　
回
　
市
内
観
光　
め　
ぐ　
り

中
世
加
西
の
旅

加
西
市
民
劇
団
お
お
き
な
木
は
、

10
周
年
を
記
念
し
、
来
年
夏
に
記

念
公
演
の
舞
台
を
企
画
し
て
い
ま

す
。ス

タ
ー
ト
は
、
２
０
０
２
年
１

月
。
役
者
、
音
響
、
照
明
、
道
具

な
ど
、
一
緒
に
１
つ
の
舞
台
を
創

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

一
度
見
学
を
!

市
内
外
、
年
齢
、
性
別
、
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
。
毎
週
土
曜
日
、

午
前
６
時
〜
９
時
30
分
市
民
会
館

３
階
遊
戯
室
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

問
合
先

市
民
劇
団
お
お
き
な
木

事
務
局
（
電
話
42
│
２
７
２
３
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

し
た
場
合
、
契
約
か
ら
２
週
間
以

内
に
市
を
経
由
し
て
知
事
に
届
出

が
必
要
で
す
。（
国
土
利
用
計
画
法
）

届
出
が
必
要
な
面
積

・
市
街
化
区
域
２，　
０
０
０
�
以
上

土
地
取
引
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く
!

│

市
民
劇
団　
お　
お　
き　
な　
木
│

団
員
、　
キ　
ャ　
ス　
ト　
、　

ス　
タ　
ッ　
フ　
募
集

・
市
街
化
調
整
区
域

５，　
０
０
０
�
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

１
０，　
０
０
０
�
以
上

問
合
・
相
談
先

県
土
地
対
策
室

（
電
話
０
７
８
│
３
４
１
│
７
７
１

１
（
内
線
４
７
３
８
））、
市
都
市

計
画
課
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

日
　
時

12
月
９
日

（日）
午
前
８
時

30
分
〜
（
小
雨
決
行
）

※
雨
天
12
月
16
日

（日）

場
　
所

善
防
中
学
校
周
辺　
コ　
ー　
ス

参
加
資
格

市
内
に
居
住
・
勤
務

・
通
学
し
て
い
る
方

種
　
目

１
０
０
０　
ｍ
〜
５
０
０

０　
ｍ
、
男
女
年
齢
別
に
全
23
部

参
加
費

高
校
生
以
上
１
人
４
０

０
円
・
小
中
学
生
１
人
２
０
０
円

申
込
先

所
定
の
申
込
用
紙
ま
た

は
ハ
ガ
キ
に
出
場
部
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
〒
６
７
５
│
２
３
０
３
加
西

市
北
条
町
古
坂
８
８
２
│
14
加
西

市
陸
上
競
技
協
会
　
植
田
ま
で
11

月
22
日

（木）
必
着
。

問
合
先

教
育
委
員
会
　
体
育
保

健
課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
・
雨
天

時
電
話
42
│
１
１
１
０
）

市
民　
ロ　
ー　
ド　
レ　
ー　
ス　
大
会

広告に「電話一本で即刻融資」とあったので申し込

んだところ「うちでは貸せないが他社を紹介する」とい

われた。紹介先で5 0万円借りたが、最初の業者から紹

介料として2 5万円を本の間にはさんで宅配便で送るよ

うに言われた。払わないといけないか？

これは、「紹介屋」と呼ばれる悪質業者の手口です。

広告では、直接融資するかのように謳
うた

っていますが、電

話してきた客の弱みを握り、実際には紹介もしていな

いのに自分が頼んだから融資してくれたように言い、

高額な手数料を請求します。仲介が事実であったとし

ても、仲介手数料は上限5％と法律で決まっています。

事例のような時は支払を拒否し、そのサラ金業者が

登録している各都道府県の金融課へ苦情を伝えましょ

う。くれぐれも甘い広告にはご注意!

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「紹介屋」に注意!

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 11月19日（月）

午前９時～午後４時

受　付 午前９時～12時

場　所 ＪＡかさいし多加野支店

対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３０）

月日（曜）

10月29日�

11月 1日�

11月 5日�

11月15日�

※上記日程内で、指定地区以外
の日でも受けられます

地　　区

北条

富田・賀茂
下里・富合

九会・多加野
西在田・在田

未接種児
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新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
未練 （乃南アサ著）
佐助の牡丹 （平岩弓枝著）
ニュースキャスター（山川健一著）
仁淀川 （宮尾登美子著）
ミッド･ナイトコール（田口ランディ著）
秘画 （出久根達郎著）
深紅 （野沢　尚著）
聖水 （青来有一著）
作家小説 （有栖川有栖著）

愛の領分 （藤田宜永著）
千のプライド （桐生典子著）
満月 （金　石範著）
沙中の回廊 （宮城谷昌光著）
水滸伝 （北方謙三著）
信長燃ゆ （阿部龍太郎著）
歩兵の本領 （浅田次郎著）
十二番目の天使 （マンディーノ著）
姫君 （山田詠美著）

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

10月 21日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）

28日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）

11月 3日（土） 深田医院 （下宮木町・電話49-００３０）

4日（日） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）

11日（日） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）

18日（日） 三宅医院 （中野町・電話49-００６７）

※変更になることがありますので、お確かめください。

〔おはなし会〕11月10日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・10月20日（土）・11月3日（土）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

11月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

10月18日（木）北部公民館・11月６日（火）市民会館１階会議室

時間はいずれも午後１時30分～午後３時30分

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

10月18日（木）北部公民館

11月８日（木）農村環境改善センター・11月１日（木）健康福祉会館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

10月25日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

わたしの夢
富田小学校５年

柏原　　彩さん

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　10月20日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　11月17日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成13年８月生れの乳児 10月23日（火） 午後１時～２時

《平成13年９月生れの乳児 11月27日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成13年６月生れの乳児 11月７日（水） 午後１時～２時

《平成13年７月生れの乳児 12月５日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成12年５月生れの幼児 11月13日（火） 午後１時～２時

《平成12年６月生れの幼児 12月11日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成10年９月生れの幼児 11月20日（火） 午後１時～２時

《平成10年10月生れの幼児 12月18日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 11月14日（水） 午後１時～２時

《12月12日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～５カ月児の保護者 11月14日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《12月12日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

10月18日（木） 午前９時～９時30分

《11月15日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

貝間大
　

晟ちゃん（畑町）

1歳1カ月

〈ママの一言〉

いつも、元気いっぱい。明

るく心のやさしい子になって

ね。
パパ・寿一さん

ママ・智子さん

※ほんの一部です。

ほか
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市
内
４
公
民
館
及
び
館
外
教
室

で
日
頃
学
習
さ
れ
た
成
果
の
発
表

会
で
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

公
民
館
学
習
発
表
会

初
心
者
歓
迎
!

和
太
鼓
の
勇
壮

な
リ
ズ
ム
を
あ
な
た
も
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
　
象

市
内
在
住
も
し
く
は
市

内
在
勤
の
20
歳
以
上
の
方

練
習
日

毎
週
水
・
日
曜
日

午
後
７
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

申
込
先

商
工
観
光
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

会
　
期

・
菊
花
展

10
月
25
日

（木）
〜

11
月
３
日

（祝）

・
盆
栽
展

10
月
31
日

（水）
〜

11
月
３
日

（祝）

会
　
場

・
菊
花
展

市
役
所
駐
車
場

・
盆
栽
展

市
民
会
館
視
聴
覚
室

加
西
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
民
輪
芳
昭
会
長
）
で
は
、
身
体
障

害
者
の
交
流
を
図
る
た
め
に
運
動

会
を
開
催
し
ま
す
。

加
西
市

身
体
障
害
者
運
動
会

加
西
市
菊
花
・
盆
栽
展

播
州
加
西　
あ　
ば　
れ　
太
鼓

愛
好
会
会
員
募
集

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

日
　
時

11
月
３
日

（土）
午
前
10
時

〜
（
雨
天
の
場
合
11
月
４
日

（日）
）

場
　
所

北
条
小
学
校　
グ　
ラ　
ウ　
ン　
ド

申
込
先

各
地
区
支
部
長
ま
で

対
　
象

市
内
在
住
の
身
障
手
帳

所
持
者

問
合
先

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

事
務
局
（
電
話
42
│
８
８
８
８
）

子
育
て
真
最
中
の
方
々
の
交
流

等
を
通
じ
て
、
子
育
て
の
輪
を
更

に
拡
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
西
病
院
の
小
児
科
医
・
助
産

婦
・
看
護
婦
た
ち
も
仲
間
に
入
り

ま
す
の
で
、
子
育
て
の
悩
み
や
情

報
交
換
・
育
児
相
談
な
ど
お
気
軽

に
お
越
し
下
さ
い
。

日
　
時

11
月
４
日

（日）

午
前
10
時
〜
12
時

会
　
場

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
　
象

子
育
て
中
の
ご
両
親
や

ご
家
族

内
　
容

育
児
談
話
コ
ー
ナ
ー
、

ア
ロ
マ
コ
ー
ナ
ー
、
託
児
コ
ー
ナ

ー
（　
お　
子
様　
を　
お　
預　
か　
り　
し　
ま　
す　
の　

で　
同
伴　
で　
お　
越　
し　
下　
さ　
い　
。）
ほ
か

申
込
・
問
合
先

加
西
病
院
（
電

話
42
│
２
２
０
０
）
１
病
棟
（
産
婦

人
科
・
小
児
科
）

第
３　
回　
「
親　
と
子　
の　

交
流
会
」　
の　
お　
知　
ら　
せ

上
下
水
道
部
で
は
、
有
効
期
限

が
近
づ
い
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

ん
の
取
替
え
を
行
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
事
前
に
通
知
し
ま
す
。

市
水
道
事
業
指
定
工
事
業
者
が

伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
　
間

10
月
16
日

（火）
〜
30
日

（火）

対
　
象

奇
数
月
検
針
地
区
（
下

里
・
九
会
・
富
合
・
日
吉
・
宇

仁
・
西
在
田
・
泉
小
学
校
区
）
の

う
ち
、
有
効
期
限
（
メ
ー
タ
ー
の

ふ
た
の
裏
に
記
載
）
が
平
成
13
年

12
月
ま
で
の
メ
ー
タ
ー

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
上

水
業
務
係
（
電
話
42
│
８
７
９
５
）

狩
猟
期
間

平
成
13
年
11
月
15
日

（木）
〜
平
成
14
年
２
月
15
日

（金）

狩
猟
が
解
禁
に
な
る
と
、
多
く

の
ハ
ン
タ
ー
が
入
山
し
ま
す
の
で
、

山
登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る

方
は
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

も
ル
ー
ル
を
守
り
、
銃
器
の
保
管

は
厳
重
に
お
願
い
し
ま
す
。

狩
猟　
が　

解
禁　
に　
な　
り　
ま　
し　
た

水
道　
メ　
ー　
タ　
ー　
の　

取
替　
え　
に　
ご　
協
力　
を

市・県民税第3期分・国民健康保険税・介護保
険料（普通徴収）第4期分の納期限は

1100月3311日（水）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

★たばこは市内で買いましょう★
★ゴルフは市内のゴルフ場でプレイしましょう★
たばこ税・ゴルフ場利用税は、市の貴重な財源のひとつです。ご協力ください。

◆問合先 税務課（電話42-8712）

平成13年度

南 部 公 民 館
（宮き野のつどい）

北 部 公 民 館
（ 文　化　祭 ）

善 防 公 民 館
（善防公民館まつり）

中 央 公 民 館
学 習 発 表 会
中央ふれあいまつり

日　　時

10月20日� 9：00～17：00 作品展示・囲碁大会

10月21日� 9：00～16：00 作品展示・芸能発表・バザー・茶席
10月26日� 9：00～17：00 作品展示・記念講演

10月27日� 9：00～17：00 作品展示
10月28日� 9：00～15：00 作品展示・バザー・茶席

11月 3日� 9：00～17：00 作品展示

11月 4日� 9：00～15：00 作品展示・芸能発表・バザー・茶席
11月30日� 9：00～17：00 作品展示・茶席

12月 1日� 9：00～17：00 作品展示
12月 2日� 9：00～15：00 作品展示・芸能発表・バザー

内　　容

〔 〕

市役所1階ロビーの募金箱を設置しています。

募集期間 11月30日（金）まで

口座振込の場合

みなと銀行本店営業部（普）1651569
「アメリカ多発テロ事件兵庫義援金」まで

義援金にご協力を!

――アアメメリリカカ同同時時多多発発テテロロ事事件件――
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お く や み

松岡　利一 95 章　雄 東高室
宮永　勝海 86 年　郎 吉　野
渡邊はるゑ 92 弘 中　山
増田　茂雄 90 重　明 河　内
藤川伊佐雄 88 勇 東剣坂
澤下　　實 74 勇　子 下宮木
山下　幸男 73 奉　治 窪　田
下門　榮一 74 起世子 古　坂
松井　元枝 68 幸　雄 北
竹内　丹治 89 俊　一 下道山
高橋かずゑ 80 義　則 西高室
常峰きくの 91 修 東笠原
岩佐　幸雄 82 一　弘 西横田
柳　　静枝 83 茂　喜 網　引
藤本　文雄 78 文　俊 福　居
武本すみゑ 84 康　男 青野原
定行　忠治 92 淙之介 西笠原
定行ゆり子 86 章 栗　田
鴨川　一子 101 司 谷
横井　克博 33 克　之 女鹿山
秋山　正市 88 井川春夫 青　野
藤岡　重弘 65 敬　久 畑
今峯千代子 71 英　明 大　村
厨子まきゑ 96 文　雄 大　内
東郷　芳郎 69 伊　隆 王　子
織田　政美 59 章 満　久

橋たみゑ 87 勝　義 西高室
岡田　康男 74 宏　男 網　引
岡山　澄子 77 孝 豊　倉

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（９月30日受付分まで・敬称略）

験
、
体
力
測
定
、
骨
検
診
、
足
の

裏
測
定
等

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

加
西
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業

の
方
へ
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
証
料
市
負
担
50
％
の
期
間
が
、

平
成
14
年
９
月
30
日
ま
で
延
長
と

な
り
、
ま
た
１
％
以
内
で
利
子
補

給
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
対
象

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
同
一

事
業
を
同
一
場
所
で
１
年
以
上
経

営
す
る
中
小
企
業
者
で
、
兵
庫
県

信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
事
業

に
該
当
す
る
も
の
。

加
西
市
中
小
企
業

資
金
融
資
の
ご
案
内

融
資
の
内
容

�
資
金
使
途
及
び
限
度
額

運
転
資
金

８
０
０
万
円
以
内

設
備
資
金

１，　
０
０
０
万
円
以
内

公
害
除
去
資
金

５
０
０
万
円
以
内

�
最
高
限
度
額

１，　
５
０
０
万
円

�
融
資
利
率

年
２
・
０
％
（
市
が
１
％
以
内

で
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。）

貸
付
期
間

�
５
０
０
万
円
以
内

５
年
以
内

�
５
０
０
万
円
超

７
年
以
内

（
う
ち　
措
置
期
間　
６　
ヶ　
月
以
内　
で　
可
）

そ
の
他

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

要
。
た
だ
し
、
市
が
50
％
を
負
担

（
平
成
14
年
９
月
30
日
ま
で
）

取
扱
金
融
機
関

三
井
住
友
銀
行
、
但
馬
銀
行
、

み
な
と
銀
行
、
姫
路
信
用
金
庫
、

播
州
信
用
金
庫
、
但
陽
信
用
金
庫
、

死亡者 年齢 喪主 町名

社
会
保
険
労
務
士
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
　
時

10
月
28
日

（日）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
　
所

市
民
会
館
　
視
聴
覚
室

問
合
先

県
社
会
保
険
労
務
士
会
西
脇

支
部　
（
電
話　
０　
７　
９　
５　
│
42
│　
１　
５　
７　
１　
）　

日
　
時

11
月
10
日

（土）

午
前
10
時
〜
15
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館　
ホ　
ー　
ル　
ほ　
か

内
　
容
（
手
話
通
訳
有
り
）

・
講
演
「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
介
護
予
防
」
講
師
　
大
阪
府

立
大
学
教
授
　
黒
田
研
二
氏

・
結
核
検
診
（
要
予
約
）、
運
動
体

健
康
福
祉　
ま　
つ　
り

年
金
・
労
災
・
雇
用

街
頭
無
料
相
談
会

兵
庫
県
信
用
組
合
の
各
市
内
支
店

問
合
先

商
工
観
光
課
（
電
話
42

│
８
７
４
０
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
老

人
保
健
対
象
者
（
国
保
以
外
も
含

む
）
に
は
、
１
ヵ
月
の
入
院
時
一

部
負
担
金
の
限
度
額
と
食
事
代
の

減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
要
申
請
）

問
合
先

保
険
課

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
に
か

け
て
全
国
で
実
施
さ
れ
る
工
業
統

計
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
調

査
員
を
募
集
し
ま
す
。

内
　
容

担
当
区
域
内
の
事
業
所

へ
の
調
査
票
の
配
布
及
び
回
収

募
集
人
員

数
名

対
　
象

税
務
、
警
察
、
選
挙
に

関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の
方

報
　
酬

３
万
円
程
度

申
込
方
法

10
月
31
日

（水）
ま
で
に

総
務
課
（
電
話
42
│

８
７
０
２
）

ま
で
。

統
計
調
査
員
募
集

入
院
中　
の　
食
事
代　
が　

軽
減　
さ　
れ　
ま　
す

加西市への寄付

○笹倉町 松本勝哉 40万円

（教育振興寄付金・老人福祉寄付金として）

○（株）マリアンヌ製靴 取締役社長　大場八重子

（学校施設等整備資金として） 30万円

○三洋電機（株）労働組合加西支部

メーデー協力金で健康福祉設備器具９点18万円相当

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○網引 板井まさ子 2万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○田町 竹本幸夫 1万5000円

○匿名 3万円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

○美心 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○（株）本陣 1万668円

供養預託

○北条 高橋雄紀 300万円



20■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H13.10.1現在（前月比）
人　口／ 52,058（± 0） 世帯数／ 16,142（＋24）

男　／ 25,245（＋ 5） 女　／ 26,813（－ 5）

92金平糖のようなかわいい

花のミゾソバ

溝
蕎
麦
は
水
の
際
よ
り
咲
き

初
め
し
　
　
高
浜
年
尾

水
辺
に
群
生
し
、
一
面
を
紅

色
に
染
め
る
様
は
見
事
な
も
の

で
す
。
溝
に
群
が
り
生
え
る
ソ

バ
の
類
と
い
う
意
味
で
名
付
け

ら
れ
た
ミ
ゾ
ソ
バ
は
、
秋
に
、

紅
色
ま
た
は
白
色
の
直
径
５
ミ

リ
ほ
ど
の
小
さ
く
か
わ
い
い
花

を
、
ま
る
で
金
平
糖
の
よ
う
な

形
に
10
個
位
ず
つ
集
め
て
咲
く

の
で
す
。
花
弁
の
よ
う
に
見
え

る
の
は
５
枚
の
が
く
で
、
花
弁

は
あ
り
ま
せ
ん
。
花
の
美
し
さ

に
ひ
か
れ
て
中
に
入
る
と
、
と

げ
の
あ
る
茎
が
足
に
か
ら
ん
で

痛
い
の
で
眺
め
る
だ
け
に
す
る

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ミ
ゾ
ソ
バ
が
群
生
し
て
い
る

の
は
、
水
が
汚
れ
て
富
栄
養
と

な
っ
た
証
拠
で
、
そ
の
こ
と
は

裏
を
返
せ
ば
水
の
浄
化
に
役
立

っ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
す
。

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

ミュージカル ― 劇団あとむ ―

気気ののいいいいイイワワンンとと不不思思議議なな小小馬馬

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

ロシアの詩人P．エルショフが民話を元にして書

いた「せむしの小馬」を舞台化したミュージカル

日　時 10月28日（日）午後2時～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 一般2,500円、4歳～高校生2,000円（全席自由）

チケット販売 市民会館、加西おやこ劇場

問合先 市民会館（電話43-0160）

チケット発売中

日　時：平成14年1月26日（土）18時00分開場 18時30分開演

場　所：市民会館文化ホール

チケット発売：11月1日（木）～

チケット販売：市民会館ほか

チケット料金：5,500円（全席指定、当日6,000円）

問合先：都市施設公社（電話42-0112）

加加西西ロロママンンのの里里ウウォォーーキキンンググ 歴史街道ウォークラリー in かさい
豊かな自然と歴史あふれる加西の素晴らしさを再認識し

ながら、健康づくり･体力づくりに励みませんか？
日　　時 11月24日（土）9時～15時　※雨天25日（日）
集合・解散 加西球場
コ ー ス

①“健脚”コース（20km）
「赤穂浪士ロマンの里」久学寺への歴史探訪

②“ファミリー”コース（10km）
「古代ロマンの里」北条鉄道を使って古法華自然公園へ

③“お散歩”コース（５km）
「根日女ロマンの里」史跡公園＆いこいの村近辺

対 象 者 ウォーキングを楽しめる健康な方（小学生以下の場合は保護者同伴）
参 加 費 500円（保険代含む）
応募締切・申込方法 1 1月9日（金）までに、F AXかハガキで代

表者・参加者の氏名、年齢、性別、住所、電話番号、希望コ
ースを記入して、〒６７５-２３９５加西市教育委員会内　加西市体
育協会事務局（電話42-8773 FAX43-1803）まで

北条の歴史街道を歩いてみませんか？

歴史を感じ、ふれあいを楽しみながら“わがまち”再発見!

先着300名の子ども達に参加賞。

全てのスタンプコーナーでカードに押印すると、豪華賞

品が当る大ビンゴ大会に参加できます。また、各コーナー

ではゲーム、歴史ガイド、飲食コーナー、物産展、縁日な

どの催しが盛りだくさん!

日　　時 11月11日（日）10時～ ※雨天決行

受付場所 大歳神社（12時まで）

コ ー ス 大歳神社→ふれあい幸園→出雲大社→大信寺

→五百羅漢→住吉神社→酒見寺→福祉学院→

大歳神社（約3km）

問 合 先 加西商工会議所（電話42-0416）
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